
 

「今後の集落営農型農業法人のあり方を考える勉強会」の開催について 

 

令 和 ８ 年 １ ０ 月 ２ ３ 日 

福島県農業経営・就農支援センター 

 

１ 目的 

  集落営農型農業法人は、昭和末期から平成の半ばまで、県内の多くの地域で設立さ

れ、地域の稲作を主とした生産・販売の共同化等により、地域農業の維持・発展に貢献

してきた。しかしながら、構成員の高齢化・後継者不足や今般の農業用資機材の高騰な

どにより、組織の弱体化や経営難に陥るケースが散見されており、昨今、当センターに

おける相談件数も増加している。 

  そこで、他県における法人同士の合併や外部参入企業との連携に係る事例を取り上

げ、地域農業の維持に向けた持続可能な集落営農型農業法人の今後のあり方を考えるき

っかけづくりを目的に本勉強会を開催する。 

 

２ 主催 

  福島県農業経営・就農支援センター 

 

３ 開催日時 

  令和８年１２月２日（水）13:00～15:15（15:20～16:00 は希望者と個別相談会実施） 

 

４ 開催場所 

  ビッグパレットふくしま４階 プレゼンテーションルーム（郡山市南二丁目５２番地） 

 

５ 内容 

（１）説明「福島県における集落営農型農業法人を取り巻く情勢について」（20分） 

   説明者：福島県農業経営・就農支援センター スタッフ 

（２）講演①「外部参入法人と集落営農型農業法人の連携について」（45分＋質疑 5分） 

   講師：中森農産株式会社 代表取締役 中森 剛志 氏 

（３）講演②「秋田県における農業法人の合併事例について」（45 分＋質疑 5分） 

   講師：農事組合法人ニューファーム秋田 代表理事 樽川 隆 氏 

   講師補助：秋田県仙北地域振興局農林部農業振興普及課 主査 吉川 進太郎 氏 

（４）個別相談会（40分・希望者のみ） 

 

６ 参集範囲 

  集落営農法人等の農業者、市町村、ＪＡ等農業関係団体、県 等 


